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はじめに 新城市民病院 院長 綿引洋一 

          勤務医不足による地域医療の崩壊が全国各地で進み，有効な対策もないまま歯止めの

効かない状況になっている．特に，公立病院以外に大きな病院の無い地方の小都市に顕著

で，新城市もその典型といえる． 

種々の要因はあるが，中でも新臨床研修制度が最悪である．研修医が出身大学に縛られ

ず，自由に研修施設を選択できる．結果，生活の利便な大都市に集中し，地方の大学は

敬遠され，大学の医局人事で動く人員が激減した．語弊はあるかも知れないが，医師の

人事権を持つのは大学医局のみである． “○○へ行け”と言われれば，多少の不満はあっても否応はない．

もっとも，期限付きでもあり，ある期間我慢すれば済むのではあるが．地方の病院の多くは，そういう封建

的な医局人事で護られてきた．ところが，意図的かどうかは知らないがその構図が崩され，当院のような病

院が数多く出てきた（当院は県の協力もあり，まだましな部類に入る）． 

こういう状況に至り，医学部の定員増や勤務医の負担軽減等の対策もなされたが，即効性はない．また地域

ばかりでなく診療科も含めた医師の偏在（医学生は大変な診療科を選択しない）を解決するものでもない．す

なわち，新城市が何か特別な地域でない限り，今後数年間に救急の全面再開や産科も含めた診療科再開など到

底望める状況にはない．不十分とされる現在の診療体制であっても，その維持すら困難になりつつあるという

実情をご理解いただきたいと思います． 

開業医訪問  

おさだファミリークリニック 院長 長田さち子 

          閉院していた、亡父の長田医院

         をリフォームしておさだファミリ

         ークリニックとして開院させてい

         ただいてから、5 年がたちました。

          救急医療の勤務医生活を長くし

         ていましたが、街角の救急車のサ

イレンの音で全身緊張することもようやくなくなって

きました。また、勤務医時代よりも患者さんだけでな

く家族の方々のお顔がわかる医療ができるようになっ

た気がします。 

 開院時より、電子カルテを導入しています。検査デ

ータの管理と患者さんへの経時的なデータ表示説明に

は役立っているように思います。電子カルテのためレ

セプト請求を 1 年前からオンラインで行っています。

レセプト印刷、郵送の業務がなく時間の節約になって

います。 

 一般内科家庭医として、小児科専門医、アレルギー

専門医の特性を生かして地域医療の仕事をしてゆきた

いです。自分のできることは限られていますが、でき

る範囲で何か役立つことをと心がけてやってゆきたい

とおもいます。御教示御指導お願いします。 

勤務医訪問 新城市民病院 

     副院長兼脳神経外科部長 村木正明 

          当科は昭和 57 年に開設され、

         当初より浜松医大脳神経外科医 

局より医師を派遣されてきまし 

た。昭和 59 年より 3 人体制と

なり、当地域の脳外科疾患の患者

様をほとんど断ることなく診療

してまいりました。しかし平成 16 年の初期臨床研修

の必修化以後、入局者の減少により常勤医師は 3 人

から 2 人へ、更に 1 人へと減少し、診療体制の縮小

を余儀なくされてきました。現在浜松医大より横田医

師に代務に来て頂いており、先生の御専門の脳腫瘍の

患者様のフォロー等を行なって頂いております。脳梗

塞などの脳疾患、頭痛や頭部外傷の患者様は多く、毎

日外来を開いておりますので遠慮なく御紹介頂けれ

ば幸いです。昨年には 64 列マルチスライス CT が導

入され、脳血管の 3DCTA は非常に高精細で診断的

には脳血管撮影はほとんど不要となりました。又今年

の 3 月には 1.5 テスラの MRＩも更新され、脳神経

疾患・血管性病変の診断能力向上に寄与してくれるも

のと期待をしております。開業医の先生方にも、これ

まで以上に御利用頂きますようお願い申し上げます。
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↓電子カルテＰＣ 

             ○診療科       

               内科、小児科 

               アレルギー科 

             ○住所         

               新城市字町並 210  

             ○電話         

               0536-23-7772  

                         

                        

                        

                        

                        

                        

 新城市民病院脳神経外科 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

↓64 列マルチスライス CT            

                        

                        

                        

                        

                        

                        

                        

                        

                        

                        

                        

                        

                        

◎ 愛知県救急医療情報システム 

 休日や深夜などは、診療している医療機関は限られ

てきます。そんなときに急な病気や怪我をしてしまっ

た場合、その症状に対応できる近くの医療機関を見つ

けるのは大変難しいことです。           

 愛知県救急医療情報システムは、県民が 24 時間

365 日、自分の症状に応じた診療可能な医療機関の情

報を手に入れられるよう運営されているシステムで

す。                    

１ 電話による案内                

  県民からの電話相談に対して、診療可能な最寄の

医療機関を案内しています。           

  電話番号は 0536-22-1133 です。     

２ インターネットによる検索 

  県民が直接インターネットにアクセスし、医療機

関の情報を検索できます。 

  探したい地区、診療科目を選択して検索する仕組

みです。 

  アドレスは http://www.qq.pref.aichi.jp です。

３ 救急医療情報センターの利用の仕方 

  なるべく次の手順でご利用ください。      

 ① まず、かかりつけの医師に連絡してください。

 ② かかりつけの医師が不在のときは、近くの休

日・夜間診療所や在宅当番医の診療を受けてく

ださい。 

 ③ それでも無理なときは、救急医療情報センター

に電話してください。 

４ 救急医療情報センターご利用の際の注意事項 

  救急医療情報センターに電話される時は、メモと

鉛筆をご用意のうえ、住所又は現在居られる場所、

患者さんの氏名、年齢、性別、電話番号をお話の上、

具体的な症状あるいは、怪我の程度をオペレーター

にお話下さい。 

  情報センターでは最寄の医療機関を検索し、医療

機関の名称、電話番号をお知らせ致します。 

夜間等は多少時間がかかる場合がありますが、電

話を切らずにそのままお待ち下さい。 




